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高橋真樹」「地域から創る，自然エネルギー社会へのシフト」（『世界』2013 年 2 月号）。 
諸富徹「再生可能エネルギーで地域を再生する」（『世界』2013 年 10 月号）。 
高橋洋「再生可能エネルギーがもう入らない」（『世界』2014 年 12 月号）。 
山口義行「中小企業を押し潰すアベミクス」（『世界』2014 年 2 月号）。 
同「法人税減税と中小企業増税」（『世界』2014 年 8 月号）。 
樫田秀樹「疑問だらけのリニア新幹線」（『世界』2012 年 9 月号）。 
橋山禮治郞「再考されるべきリニア新幹線計画」（『世界』2013 年 12 月号）。 
横田一「復興をゆがめるアベノミクス」（『世界』2013 年 3 月別冊号）。 
郭洋春「異形の経済制度－国家戦略特区」（『世界』2014 年 8 月号）。 
間宮陽介「国土強靱化基本法案を批判する」（『世界』2013 年 6 月号）。 
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   自然地理（géographie naturelle ou physique）と政治経済地理（géographie politique et économique）
に分かれる。 
   自然地理は，自然が作り出した地球の表面について私たちに知らせる。 
































教科書は 1 つだけであるものの注目したい論点をまとめたのが以下の表 1 である。 
 
表 1 フランスの地理教科書の人口記述の主な論点 
 論 点 取り扱っている教科書 
1 ヨーロッパ諸国とフランスとの人口比較 ①，②，③，④，⑦ 
2 移民（・外国人）問題 ②，③，④，⑦，⑨ 
3 人種（race）問題 ①，②，④，⑤，⑥，⑦，⑧ 
4 「フランスの一体性（unité française）」 ⑥ 








「住民数ではフランスはヨーロッパ諸国の 5 番目となっている。フランスはヨーロッパでは 1





出生数は，ドイツやイタリアが 36 人，ロシアが 54 人なのに対し，フランスは 24 人である。反
対に，死亡率は非常に弱く，住民 1,000 人あたり 22 人である。フランスでは 1905 年の死亡数
に対する出生数の超過は 37,000 人に過ぎないのに対し，イタリアでは 387,000 人，イギリスで
は 475,000 人，オーストリアでは 562,000 人，ドイツでは 862,000 人であった。」（教科書③p. 320） 
   
「もしロシアが，年央の住民 100 人あたり 5 近くの出生（naissances）を記録したならば，フラ
ンスは，戦争〔第 1次世界大戦――引用者注。〕前には 2 しか記録していなかっただろう。今日
（1925 年），ドイツの比率は 100 人あたり 2.04，フランスは 100 人あたり 1.98 でしかなく，日
本では 3.49 である。つまり，数（le nombre）は，一国に多くの生命，経済力，抵抗力をもたら
教科書における人口問題」 
 
   いるにもかかわらず，しばらくの間，停滞的






教科 1 とめたのが以下の表 1 である。 
 
書の人口記述の主な論点 
  取り扱っている教科書 
1 ヨ  ①，②，③，④，⑦ 
2 移 ②，③，④，⑦，⑨ 
3 人 race ①，②，④，⑤，⑥，⑦，⑧ 
4 「 i  ⑥ 













54 人なのに対し，フランスは 24 人である。反
,000 2 人である。フランスでは 1905 年の死亡数
に対し，イタリアでは 387,000 人，イギリスで
475,000 ,000 ツでは 862,0 人であった。」（教科書③p. 320） 
   
5 くの出生（naissances）を記録したならば，フラ
前には 2 しか記録していなかっただろう。今日
1925 2.04 フランスは 10 人あたり 1.98 でしかなく，日
3.49 le no bre ，一国に多くの生命，経済力，抵抗力をもたら
130 地　域　学　論　集      第 11 巻      第 ３ 号（2015） 地域学論集 ○巻第○号(2015) 
す。」（教科書④p. 195） 
 
「1931 年 3 月時点で，フランスには，ほぼ 300 万人の外国人を含む 4,183 万 4,928 人の住民が
いる。フランスは人口としてはヨーロッパ列強の中ではロシア，ドイツ，イギリス，イタリア
に次いで 5 番目に過ぎない。」（教科書⑦p. 276） 
 
教科書①から教科書⑦まで，出版年は 1883 年から 1937 年への半世紀以上にわたる時間が経過し
ているが，このテーマが重要視され続ける理由は，「数（le nombre）は，国家における多くの生命

















ランスには 100 万人以上の外国人がいる。33 万 2,000 人のベルギー人，33 万人のイタリア人，

















  反対に，外国人の数は急速に増加している。1926 年 12 月時点で，特にイタリア人，スペイ
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「人間の人種（Races humaines）――地球の住民は慣習的に 4 つの大きな人種に分けられます。
それは： 
  白色人種    7 億 5,000 万人 
  黄色人種    6 億 8,000 万人 
  黒色人種    1 億 5,000 万人 
  赤色人種        1,000 万人 































「人間の人種（races humaines）――4 つの主要な人種に区分される。 
1. 南北アメリカに僅かにおり消滅しつつある赤色人種，つまり，アメリカ人。彼らは 1,000 万
人を超えない。 
133河合　務：フランスの地理教科書における人口問題務「フランスの地理教科書における人口 」 
2. 黒色人種，特にアフリカ人は，最も遅れており，約 1 億 5,000 万人いる。 
3. 黄色人種，つまり，とりわけアジア（中国，日本，チベット，モンゴル）のモンゴル人は，













































































































年央住民 100 人あたり 5 近くの出生を記録したならば，フランスは，戦争前には 2 しか記録し
ていなかっただろう。今日（1925 年），ドイツの比率は 100 人あたり 2.04，フランスは 100 人
あたり 1.98 でしかなく，日本では 3.49 である。つまり，数（le nombre）は，一国に多くの生
命，経済力，抵抗力をもたらす。」（教科書④p. 195） 
 




ている（1924 年には 7 万 2,000 人，1925 年には 6 万人）。これもまた大きな不安を呼び起こす
テーマである。ドイツでは毎年 50 万人の超過であり，イタリアでは 48 万人，イギリスでは 23
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万人以上，オランダでは 10 万人以上，日本では 70 万人の超過である。）」（教科書④pp. 195-196） 
 
このように人口の増減という「大きな不安を呼び起こすテーマ」において，フランスの 6～7万人






















はヨーロッパ諸国の 5 番目」（教科書②），「住民 1,000 人あたりの出生数は，ドイツやイタリアが 36
人，ロシアが 54 人なのに対し，フランスは 24 人である」（教科書③），「今日（1925 年），ドイツの
比率は 100 人あたり 2.04，フランスは 100 人あたり 1.98 でしかなく，日本では 3.49 である」（教科
書④）といった教科書の記述に関して，生徒に解説しつつ，フランスの人口増加の必要性，さらに
は多子家族を形成し支援する必要性を説く機会が学校教育において生じる。さらには，「数（le 
















人口増加連合」が作成した『学校における人口動態論』（1948 年）と教科書⑥Kaeppelin, P. et Teissier, 
M., La Géographie de la France ＆ des Colonies（1936 年）において共通している。 
さらに，論点 3.「人種問題」に関しても，「フランス人口増加連合」のリーダーのひとりであり，
1939 年の「家族法典」の策定を主導したフェルナン・ボヴラが作成したパンフレット『死滅の危機
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